
学び舎での、とある昼食のとき、「先生は
ここで何年教えているのですか？」と尋ね
られました。「16年」と答えましたが、今回
原稿の依頼を受け、きちんと数えたところ
何と今年度で19年目であることが判明。こ
こ数年上記のご質問に対し、いい加減な答
えをして来たことを恥じています。こんな
具合ですので、「よくもまあ務まっているも
のだ」と呆れつつも、これも多くの方の忍
耐とお祈りによるものと感謝しております。
1997年以来、ギリシャ語初級を担当させ
て頂いてます。学びの内容は当初から基本
的に変わっていません。私達も使用し（苦
しめられ）たW.H.Davisの古い初級文法書
（1923年）を今も用いています。ただ、ある
年に絶版となったため、急遽内田和彦先生
のご指導の下、日本語に訳し、幾つか加筆
したものをテキストとして使用しています。
授業内容ですが、他で学んだ経験が無い
こともあって、綾部ヘンリー先生から教え
て頂いた通りに教えています。私達がみっ
ちり仕込まれたのは「分析（パース）」とい
う作業です。ギリシャ語は語形変化が実に
豊かです。特に動詞は、時制・法・態・人
称において変化をし、その数は一つの動詞
で400を優に超えます。テキストの例文や練
習問題を解いていくのですが、ただ訳すの
でなく、何故そう解すのか、その根拠を問
うのです。そのために、「時制は？」「法は？」
…と一つも疎かにせずきちんと「分析」し
ます。「大体分かる」ではなく、「正確に」
文意を読み取る術を身に付けてもらい、釈
義へと繋げていくのが私の役目です。
以前、教会員からプロの調香師であるご
主人の著書を頂き、以下の言及が今も心に
残っています。「良い香りとは一体何を指す
のか」？未だ解決を見ない難題と断りつつ
も、「豊かな人間性」を挙げておられます。
数多ある香りの中から良い素材を探し当て、
最高の調合をするのは、結局のところ本人
の「人間性」に依るのだ、と。
聖書も、語学力さえ磨けば自ずと分かる
という訳にはまいりません。「文意を読み取
る」のも、問われるのは本人の人間性です。
聖書神学舎は、そのために神学や実践、寮

生活、教会奉
仕等を重んじ
る「人 間 性」
陶冶の学び舎
です。語学の
学びもこの中
に位置づけら
れます。
「聖 書 は す
べて、神の霊
感 に よ る も
の」の「神 の
霊感」は、「神
の息が吹き込
まれている」
が原意です。パウロは、聖書全巻に生ける
神の息吹が満ち満ちている、と証言します。
この聖書こそが救いへと導き（同15節）、教
会を建て上げる（16節）。働き人の働きも聖
書に依ります（17節）。その息吹までもしっ
かり取り次ぐためには、「大体」ではなく、
特定の神学でもなく、聖霊の助けを頂きつ
つ、聖書そのものから精緻に聴くわざ（釈義）
を避けては通れません。
牧会者は油断しますと、いつの間にか聖
書や教会を操る「経営者」に成り下がる危
険があります。それは教会形成、信徒の方々
の霊的状態等に直結します。牧師は正に責
任重大です。
授業でいつも感心させられますのは、研
修生の姿勢です。上記の修得のため熱心に
取り組む姿を通し、ご本人の献身はもとよ
り、改めて祈られ、送り出されている方々
だと実感しています。限られた年数と尊い
犠牲・ご支援の中で学んでいるのですから、
学び舎での時間を大切にして、ギリシャ語、
ヘブル語は是非とも修得して頂きたい。但
し、みことばを｢扱う｣のでなく（ましてや「操
る」のは論外）、みことばに「扱われる」人
になって欲しい。いのちの「神の息吹」を
取り次ぐ者として、研修生とともに私自身
も「豊かな人間性」において成長したいと
願っております。神学舎のために引き続き
お祈りください。

巻　頭　言
「神の息吹の取り次ぎ手として」（II テモテ 3:16）

通巻 161 号2015 年 6 月 15 日発行

（八王子キリスト福音教会牧師、聖書神学舎教師）横 山  昌 英
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聖 書 神 学 舎 か ら

聖書宣教会（聖書神学舎）の働きを覚えて、
いつも祈り支えていてくださる諸教会、諸
兄姉の皆様、また各地で奉仕している卒業
生の皆様。暑い夏を目前にして、お元気で
お過ごしでしょうか。今年度最初の学舎報
告をいたします。

●春からの歩み
新年度の歩みを始め、早2ヶ月が経過いた
しました。春はいつも慌ただしく行事が重
なります。入会式を皮切りに、恒例のピク
ニック（入間公園）、祈りの日（講師は8期
生の角田淳先生）、神学校親善ソフトボール
大会（優勝校は東神大）と続き、6月4日と
5日は神戸ルーテル神学校の正木牧人先生を
迎えて、特別講義（テーマは「ルターの説
教」）、さらに6月13日は「教会音楽のひと
とき」があり、こうして春の諸行事が一巡
りします。以後、夏期調整期間までは、学
びに集中します。
4月7日の入会式には、頼もしい男子学生
が7名入会しました。JECAからの入会生が
多いですが、日本同盟基督教団、保守バプ
テスト同盟、活水の群など、昔から交わり
のある団体から送られてきました。彼らを
見ていると、なぜか黒澤明監督の「七人の侍」
というより西部劇としてリメークされた「荒
野の七人」を思い出してしまうのです。海
外勤務が長かった企業戦士もいれば、すで
に超教派で伝道にたずさわってきた伝道者、
また大学を卒業してそのまま飛び込んでき
たフレッシュマンなど一人一人が個性にあ
ふれ、チャペルでの一人一人のあかしも毎
回が本当に楽しみでした。これでフルタイ
ムの研修生は20名となり、ほぼ同数の聴講
生が学んでいます。今年も一人特別研修コー
スに入会しています。

●今後の体制
今後の宣教会の歩みのために覚えていた
だきたい幾つかのことがあります。一つは、
名称の問題です。先日も関東地区同窓会の
皆様に投げかけたことですが、現在二つの
名称が並行して使用されています。でもそ
の違いはあまり理解されていないようです。
「聖書宣教会」はあくまで宗教法人上の名称
で、その法人の中に「聖書神学舎」という
神学校が活動しています。聖書宣教会の活
動範囲が縮小し、事実上「聖書宣教会」と「聖
書神学舎」はほぼ同義語となってしまいま
した。他の神学校でも通常は法人名ではな

く、神学校の名称が前面に出ていることを
考えると、宣教会も今後は法人名ではなく
「聖書神学舎」という名称を前面に出すこと
が良いのではないかと思っていますが、皆
様はどう思われるでしょうか。現在も徐々
に、小さく「宗教法人聖書宣教会」、大きく「聖
書神学舎」という表記を採用しつつありま
す。
宣教会の今後にとっては、名称問題より
働き人の問題がもっと重要な事は言うまで
もありません。これまで校長が教務主任を
兼任していましたが、この4月から伊藤暢人
先生が教務主任の重責を担ってくださるこ
とになりました。これは一歩前進です。私
個人としても職責が減り、大変助かってい
ます。ただ校長の交代も具体的な祈りの課
題です。現行の規則では校長の任期は65才
となっていますが、後任が見つからず、2年
延長が決まりました。それは2年後には、確
実に校長の交代ができることが重要である
ことを意味します。また専任の教師の必要
もあります。どうぞお祈りください。

●感謝なこと
教師のことでは、すでにお知らせしてあ
りますように長年奉仕されたフランク・コー
ル先生が3月上旬に帰天され、記念会が執り
行われました。先生が、睡魔に襲われてい
る学生のために、懐から「ジョーク集」を
取り出し、順番にジョークを披露してくれ
たことを懐かしく思い出します。ジョーク
は難解で、一瞬思考力を要求され、結局分
からず笑えなかったのですが、眠気だけは
確実に追い払うことができました。先生の
御労に改めて感謝いたします。またほぼ同
時期に、「宣教学」を教えてくださっていた
蔡孝全先生が召されました。先生の日本宣
教への熱い思いがどこかに受け継がれてい
くことを願わずにはいられません。蔡先生
に代わって4月から牧野直之先生が宣教学を
担当されています。宣教のスピリットが宣
教会の研修生たちに受け継がれていくこと
を願っています。

最後になりますが、先日の理事会で昨年
度の決算報告が承認されました。個人によ
る維持献金に支えられた結果とはいえ、黒
字の決算であったことをご報告し、改めて
皆様の祈りとご支援に心から感謝いたしま
す。詳細は最後のページをご覧ください。

聖書宣教会 校長　鞭木  由行
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　「わたしの羊を飼いなさい。」（ヨハネ21:17）
清 水 　 勝 俊  

私が会社の駐在勤務で過ごした欧州では、
日本人教会が集まる修養会が毎年開催され
ました。私はそこでこのみことばをいただ
きました。
私は海外に出て、キリスト者にも多様性
があることを初めて知りました。みな主に
ある兄弟姉妹であり、互いを認め合うこと
の大切さを学びました。一方で教会を建て
上げていくには、聖書をよく学び、福音に
しっかりと立った健全な教えが必要と思い
ました。また、欧州の多くの教会は牧師が
いません。異国で異邦人として暮らす困難
や不安、その中で人々は切に救いと牧会を
求めています。そんな中、いただいたこの
みことばは、私にこれまでのすべてを捨て
ることを迫るものでした。
しかし、私にしかできない主の働きがあ
る。何度も思案する中、宣教会入会を決意
しました。この乏しき者さえ、お用いくだ
さる限りない御愛に応え、私の全てが主に
喜ばれる捧げ物となることを切に祈ります。

　いのちの道を歩む
三 原 　 識 文  

「あなたのための働きをするのに、一番ふ
さわしい場所に私を導いてください」。そう
主に祈ったことで、不思議な導きのもと、
聖書宣教会に入会することになりました。
献身者としての恵みはすばらしいものです。
聖書神学舎では、いくらでも神の前に出て、
みことばを聞き、祈ることができます。そ
して何より、原典に立ち返り、みことばの
持つ力強さをより深く味わうことができる
ということを、心から主に感謝しておりま
す。
絶対的な真理である、みことばの学びの
喜びを覚えて、主に期待しております。弱
さを抱えた私には、献身の道は険しいもの
でありますが、ここでの訓練で必要なもの
は全て満たされると確信します。「訓戒のた
めの叱責はいのちの道である」（箴言6:23）
からです、主の懲らしめを軽んじることな
く、いのちの道を主に信頼して歩んでいき
たいと思います。

2015年度　新入会生

左より：山谷、小山、三原、清水、野村、中西、湯本

氏　　名 出身教会 奉仕教会

小 山 敦 史
清 水 勝 俊
中 西 健 彦
野 村 啓 祐
三 原 識 文
山 谷 寛 人
湯 本 赦 頼

湘南ライフタウンキリスト教会
栄 聖 書 教 会
北 栄 キ リ ス ト 教 会
札 幌 希 望 の 丘 教 会
大 田 原 キリスト 教 会
グリーンヒル福 音 教 会
山 手 教 会

日本福音キリスト教会連合
日本福音キリスト教会連合
日本福音キリスト教会連合
日本福音キリスト教会連合
保 守 バ プ テ スト 同 盟
日 本 同 盟 基 督 教 団
日 本 基 督 教 団

たまプラーザキリスト教会
浜 田 山キリスト教 会
宣 教 教 会
西堀キリスト福音教会
シオンの群昭島森の上キリスト教会
甲府キリスト福音教会
深 谷 西 島 教 会

（聖書神学舎本科）［７名］
お やま しあつ

し みず としかつ

なか にし ひこたけ

の むら すけけい

み はら もんし

やま たに とひろ

ゆ もと らいしゃ

むれあきしま
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氏　　名 奉 仕 先
（聖書神学舎本科卒業）［５名］

2014年度　卒業生

齋 藤　　　満
東海林　隆　之
輪 田　　　豊
髙 田 照 一
野 口 彩 夏

日 本 同 盟 基 督 教 団
鷺 沼キリスト福 音 教 会
高 石 聖 書 教 会
香 椎 バ プ テ スト 教 会

東 北 宣 教プロジェクト
日本福音キリスト教会連合
福 音 交 友 会
単 立

日本福音キリスト教会連合髙 宗 昭 雄 鹿 本 キ リ ス ト 教 会

（聖書神学舎聖書科卒業）［１名］

　主の恵みを振り返って
野 口 　 彩 夏  

いよいよ聖書神学舎から旅立つ時が来ま
した。辛いことも沢山ありましたが、それ
をも神様は益としてくださいました。改め
て振り返ってみると全てが恵みであったと
気付かされます。
研修生活や教会での奉仕を通して、今ま
で経験したことのない訓練を神様から次々
と受け、内面を深く探られた5年間でした。
少し長い研修期間でしたが、私にとっては
必要な年月でした。この期間を通して、自
分の弱さや惨めさと向き合わされました。
自分自身のちっぽけさを認めれば認めるほ
ど、主の赦しと御愛が私に迫ってきました。
このような経験を通して主に対する愛と信
頼が深まり強められたように思います。
また学びを通して、みことばの豊かさを
教えられました。その豊かさは想像を遥か
に超えていました。みことばを知り続け、
伝え続ける幸いを覚えます。
これから御霊の働きを切に求めながら、
伝道者としての生涯を歩ませていただきた
いと願います。

　再 起
齋 藤 　 満  

5年前、カンボジアから帰国し、召しを確
信し宣教会に入会した。それまでの私は「み
ことばに生きる」事を目指して来た。しか
し限界を感じていた。そのような時ある教
師の言葉が心に留まった。「みことばに生か
される生き方」。初心に返らされた。もう一
度自らの生き方を聖書の光の下に晒した。
そして「みことばに生かされる」体験をした。
主が傍らに立ち「わたしはあなたの信仰が
なくならないように、あなたのために祈り
ました」と語られた。そして「わたしには
天においても、地においても、いっさいの
権威が与えられています。それゆえ、あな
たがたは行って、あらゆる国の人々を弟子
としなさい」と命じられた。
カンボジアに渡った時、私は若く力に満
ちていた。しかし、世の罪の現実に為す術
もなかった。この春、私は再び霊の戦場へ
と送り出される。以前の勢いは見る影もな
い。しかし、今度は主の召しとみことばを
握って。主に期待する。

上段左より：東海林、髙田、齋藤　　下段左より：野口、髙宗、輪田

さい とう みつる

しょ じう ゆきたか

わ だ ゆたか

たか だ いちしょう

の ぐち かさい

さぎ ぬま

か しい

か もとたか むね おあき
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　進 む。
東海林 隆之  

進む。
信仰によって。
アブラハムが進み、モーセが進んだように。
弱さがある。しかしそれを言い訳には出来
ない。

進む。
信仰によって。
苦難がある。時に立ち止まるのだろう。
自らを吟味するため、時に立ち止まらされ
るのだろう。
神学舎での4年間、進んでは立ち止まり、立
ち止まっては進んだ。

それでもやはり、進む。
十字架があるのだから。
すべての希望のみなもとであり、行き着く
ところであるイエスご自身の十字架と復活
があるのだから。
贖われ、召されたのだから。
進む。
信仰によって。

そしていつか生涯の道のりを振り返った時
に、見るのだと思う。
「みことばの真実さ」という旗印が、その道
にそって何本も何本も、立っているのを。

「キリスト・イエスにおいて上に召してく
ださる神の栄冠を得るために、目標を目ざ
して一心に走っているのです。」ピリピ3:14
「信仰の創始者であり、完成者であるイエ
スから目を離さないでいなさい。」ヘブル
12:2

　1460泊1461日
輪 田 　 豊　

およそ1460泊に及ぶ、長くまた短い聖書
キャンプが終わりました。朝から晩まで聖
書にどっぷり浸かる毎日でした。常にみこ
とばが手に届く所にありました。会社勤め
をしていた頃では考えられないような生活
です。当時は、朝から晩まで仕事にどっぷ
り浸かり、職場に聖書はありませんでした。
神学生になり、いざ、みことばと毎日向き
合うようになると、自分の罪の姿を直視さ
せられます。身近な人ですら愛せない弱さ、
自分は正しいと思う高慢等々、多くの醜態
を晒していたことに気付かされました。そ
の時、主イエス様の救いの恵みの豊かさを
深く体験させて頂きました。この聖書キャ
ンプを通して、みことばこそが真理である

ことを再確認できました。そして、この弱
い私をも働き人として召してくださってい
ることの確信が強められました。
私達を忘れずに覚えてくださる主に感謝
し、祈り支えてくださった神学校や奉仕教
会と母教会の兄姉たちに感謝します。

　福音版「隗より始めよ」
髙 田  照 一　

「だから言ったじゃないですか、神様。」
何度このように心の内で、また口に出した
ことでしょうか。聖書知識もおぼろげで、
英語すら、いや日本語文法でさえ怪しいの
に、授業について行ける訳がない。そうは
言いつつも恵みで押し出されて、仮入会か
ら始めさせて頂きました。やはり実際、学
びについて行けず、おそらく宣教会で歴代
1・2を争う追試を受けさせて頂いた筈です。
落第もしました。更に自分自身の惨めな、
愕然とする現実を直視させられ、何度か荷
物をまとめました。
その中で、生けるまことの神が本当にい
らっしゃると信じているなら、何をなさる
のだろうかと思い至らされた時、何かが変
わりました。厳しさの中に安らぎがあり、
困難な現実の中に確かな神の御守りが、御
導きがある。召しがおありの方は、どうぞ
宣教会にいらしてください。語学が苦手と
言い訳せずに。おそらく、私たちの御神は
その真剣な思いに、十分なほど応えてくだ
さる筈です。

　主の助け
髙 宗  昭 雄　

宣教会でのこの2年間は正直辛かった、大
変だった、でも感謝と祝福に満ちたもので
あったということに尽きると思います。ま
た、同時にぎりぎりの所に追い込まれた時、
神様はいつも最善の方法と必要な力を与え
てくださり、さまざまなことから、救い出
してくださり、助けてくださいました。神
のご臨在を覚えるそんな2年間でした。宣教
会での学びは、召された者への許された学
びであることを、痛感します。自分のため
ではない、自分の興味や必要のためではな
い、主の召しに応えた者への神が与えた学
びだと思います。だからこそ、召された者
には、実に不思議な助けが与えられるのだ
と思います。そうでなければ、宣教会での
学びは、到底おぼつかなかったことを思わ
されます。まさに、神が、全ての主なのです。
最後になりますが、先生、職員の皆さん、
研修生、聴講生それぞれに大変お世話にな
りました。ありがとうございました。
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編 集 後 記
世界の戦乱や難民、地震や噴火の報が続き、日
常生活に侵入する凶悪犯罪がメディアを騒がせま
す。私たちの国の曲がって行こうとする方向の危
うさに心が重くなります。そのただ中で、それだ

からこそ、神を愛し、隣人を愛する生を正しく理
解して歩めるように、主を見上げ、主を待ち望む
眼差しが歪むことがないように、主の助けを祈っ
ています。（A）

発行者　岸本　　紘 編集者　赤坂　　泉http://www.bibleseminary.jp/

図書館長　津 村 俊 夫
限られた予算をいかに有効に使うか－－これは、規模の大小にかかわらず、組織が常
に直面する課題です。それは、個人の金銭管理においても同じでしょう。それは、また、
限られた時間を、いかに有効に使うかということと、連動しています。
図書館での「選書」の難しさは、予算と時間を、いかに有効に使うかに関わっています。
十分な予算がなければ、願い通りの選書が出来ませんし、資金があっても時間がなけれ
ば良い情報に到達できません。
資金さえあればとりあえず、必要な本は何でも買っておこうということになるのです
が、現実はそう簡単ではありません。「本」であるなら、どこに保存するかが問題となり
ます。省スペースのために、出来るだけデジタル版を購入することも必要です。
お金がなくとも、時間があれば、良い本や情報資料を整えることはできます。時間を
かければ、少しでも安く良いものを探し出す手立てが見つかるでしょう。
どうしても入手出来ないなら、今の時代、著者に直接メールで依頼することも可能です。
ティンデル図書館ではコピーサービスもしていますし、個人会員として、JSTORから論
文をダウンロードすることも可能です。以前紹介しました、学者同士のFacebookである、
Academia.eduでは、しばしば著者自身が自分の論文をアップロードしています。
しかし、個人のブロガーの記事に依存するのは危険です。本人以外には、その内容を
スクリーニング(審査)する手立てがないからです。いくら手っ取り早いからと言って、
安易にそのようなホームページやウィキペディアの情報に頼ることは避けたいものです。
神からの情報発信である「聖書のことば」に対しては、誰よりも敏感でありたいと思
います。

「 図 書 館 か ら 」

主の御名をあがめます。
2014年度も、日々主にある皆様
のお祈りと献金のお支えをいただ
き心より感謝申し上げます。
今年度よりこの様式で報告させ
ていただきます。期中に収支バラ
ンスがマイナスとなり祈らされま
したが、年度末にかけて個人の大
口の献金が数件加えられて、準備
金を取り崩すことなく、僅かです
が黒字となりました。また特別指
定献金の90％は奨学金指定献金で
した。新年度の予算も昨年に準じ
た額とさせていただきました。
以上感謝をもって報告させてい
ただきます。

（聖書宣教会財務）

主のあわれみに感謝

収 入 の 部
維 持 献 金
指定献金(研修生)
特別指定献金
そ の 他 収 入
収入の部合計

支 出 の 部
活 動 費
管 理 費
人 件 費
諸準備金繰入
そ の 他 支 出
支出の部合計
収 支 差 額

2014年度予算
3 0 , 0 0 0
2 2 , 5 0 0
5 , 7 5 0
7 , 6 3 0
65,880

5 , 7 0 0
1 1 , 2 2 6
3 7 , 2 1 9
5 , 7 5 0
5 , 9 8 5
65,880

0

2014年度決算
3 1 , 4 7 3
2 2 , 2 8 1
1 0 , 5 8 9
6 , 6 7 7
71,020

5 , 6 6 7
1 1 , 0 1 9
3 6 , 5 8 6
1 0 , 5 8 9
7 , 1 2 4
70,985

35

2015年度予算
3 1 , 0 0 0
2 2 , 3 0 0
5 , 7 5 0
5 , 7 8 2
64,832

5 , 9 7 5
1 0 , 6 0 0
3 7 , 1 3 0
5 , 7 5 0
5 , 3 7 7
64,832

0

2014年度収支決算概要
2015年度収支予算概要

単位/千円
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